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〈日本現代染織造形展〉
西独巡回展に出品参加 して
中 井 貞 次
昨今,繊 維素材 を駆使 した表現の世界は,現 代美術 を席巻 するかのようにみ
える。所謂,フ ァイバ ー ・ワークと称す る分野で,そ れが嵩 じてフ ァイバ ー ・
アー トと して国際的に も流行化現象 を辿 っている。そ れは,繊 維 素材 の もつ素
材感,他 の素材に比類 な き柔軟性,色 彩性,触 覚性,ま た,そ の変幻 自在 な空
間性 のよう蒼 ものが アー トす る人 々の手で再認識 されだ したのである。 この
よ うなアー ト分野の揺動が,テ キスタイル ・デザイ ン分野の活性化 を促す こ と
に繋が らない もの だろ うか。
来年 は,ス イスの ローザ ンヌで第13回国際 タピス リー ・ビエ ンナー レが開催
され る。 その テーマ は 〈Fiberartgoesbacktothewall>である。去 る1983年
の第11回展で は,フ ァイバ ー ・アー トが創 り出す 〈環境〉 を,1985年の第12回
展 で は,〈彫刻 〉 と して のフ ァイバー ・アー トを,そ して,1987年は上述 の よ
うに 〈壁面〉 に戻 り行 くファイバー ・アー トを指向。即ち,ビ エ ンナー レで は
模索 試行 しなが ら最終 的には,繊 維 素材 の持つ平面性 を問い直 そ うとしたので
あ る。
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VollStoff展"古 着 市 と ビ デ オ"カ
ッ セ ルK18ホ ー ル
VollStoff展"発 芽 す る 布"カ ・ラセ ルK18ホ ご ル
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一方,西 ドイツのカ ッセルで は,来 年,4年 に1回 の国際的 に定評のある現
代 美 術 の催"ド キュメ ン タ"‐Documenta一が開 かれ る。お そ ら く,こ の イ
ヴェン トでは様 々な素材 による多様な表現 の世界が繰 り広げ られると思 うが,
ソフ ト素材の核 として繊維素材が主役 を演 じるので はないだろ うか。
その当地,カ ッセルのK18ホールで,今 夏,"フ ォル ・シ ュ トッフ"‐Noll
Stoff‐と称 す る我 々の展 覧会が 開催 され た。 この展 覧会 は,日 ・独合 同 の現
代染織造形展 で,日 本側の作品30点は,日 本現代染織造形協会 の染織作家18名
の制作 になるもの。その内容 は,二 曲染色屏風 パ ネル,織 物 の壁掛 けで,い
ず れ も日本の風土 に培 われた新 しいイメージをもつ作 品群であ る。一方,ド イ
ッ側 の作 品はカ ッセル総合大学 のテキスタイル ・プロジェク トの学生の作 品50
点であ った。
会場 となったK18ホールは,カ ッセル総合大学‐GesamthoschuleKassel一の
付属建造物で,か って ドイツ空軍 の整備工場 であ った とい うレンガ建 ての鉄骨
構造,天 井 は高 く,一 部 ガラス張 りの2000㎡に及ぶスペースで,ま さに,現 代
美術 を展示するのに相応 しいホ ール。学生達 の作品 は実験 的な大作が多 く,天
を突 き,地 を這 うように配置 され,一 方,我 々の作品 は屏風が多 く,そ れ らは
特設 の台の上 に立体的に展示 されていた。そんな ことで,日 ・独の繊維素材 を
扱 った表現 の世界が,い ろいろな面 で好対照 をみせ,話 題 を呼ぶ展覧会 とな っ
た。
ドイツ側 の展 覧会 の企画,運 営 に当 ったカ ッセル総合大学のエル ・ア タール
教授 は,会 場 を一覧 して,「 日本の作品 はサ ーフェスがたいへ ん美 しく感動 し
ている。 ヨーロ ッパの文化 と日本の文化が コン トラス トされて いて非常 に興味
深 い.皆 さんの作品 には 日本の・・い伝纐 驫 。てい るように思 う・ 日本の染織
作 家が,そ れ をどう考 え,ど のように制作 したか知 りたい」 とい うので あった。
一方,ド イツ側の作 品は,総 じて表現の技術面 において は未熟であったが,
1点1点 の作品 のコンセプ トは明解。例 えば,天 井 か ら延 々と垂れ下げ られた
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〈発 芽す る布〉 で は公害 問題 を,会 場 のコーナー を利用 して吊 り下 げ られ た
〈古着市 とビデオ〉で は,そ のコン トラス トを通 じて工業社会批 判な どをア ッ
ピール。 その他 〈巨大 なコスチ ューム〉や 〈音 に揺 ら ぐ白い布〉 な ど,実 に自
由奔放 な発想 のもとに制作 されてい た。
後 日,私 は大学のプ ロダク ト・デザ イン科テキスタイル ・プロジェク トのア
トリエ を見学す る機会 をもった。彼 らの大学でのテキス タイル ・デザ インの学
習は,ヨ ーロ ッパの伝 統的な染織品の図案 と技術 の研究。実技 としては産業 に
繋が るテキス タイルの図案 の作成,そ して,そ の図案の試織 試染な どの仕事
が中心で あった。 しか し,展 覧会制作 となる と,全 く目的,条 件 の枠 を外 した
自由 な仕事 となって いる。結 局,こ れ は,こ の ような機 会 を把 えて ク リエ イ
テ ィヴな能力 を培い,個 性 の発揚,と くに素材体験 を通 じてテキス タイル素材
に対す る感性 を高め させ,さ らに,内 在する素材の造形性の探索 につ とめ させ
ようとい うこ とであ った。
振 り返 えれば,今 回の我 々の西独 にお ける展覧会 は,ハ イデルベル ク大学 の
創 立600年記念 祭の一環行事 と して"日 本週 間"が 組み込 まれ,そ の参加要請
を受 けての開催 に始 まった。去 る,2月15日,ハ イデルベ ルク染織 美術館で
"日本現代染織造形展"を ハイデルベ ルク大学総長ご夫妻,市 長 ご失妻,ミ ュ
ンヘ ン総領事 ご夫妻の ご臨席 を得 て華 々 しくオープ ン。6月4日 まで好評裡 に
ロングランとなった。会場 はハ イデルベ ルクの郊外,ッ ィーゲルハ ウゼ ンにあ
るマ ックス ・ベ ルク社 の染織美術 館(木 造3階 建の7洒 な館で,か って,ブ
ラームスが演 奏会 を開いた由緒 ある所)で あ った。作 品は1階 の四方の壁面 と
吹 き抜け にな った2階 の手す りか ら壁掛 けが 吊 り下げ られ,如 何 に もヨーロ ッ
パ人の インテ リアに対す る感覚が吐露 された もの として興味深 く見入 ったもの
だった。
ハ イデ ルベル ク大学 の創立600年記念祭の メイ ンテーマ は"伝 統か ら未来へ"
-AusTraditionindieZukunft=とい う もの であ った。 ヨーロ ッパ諸 国 は,
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今 日もう一度,自 国の歴史風土に培 われた伝統の所産 を見直 し,そ こか ら未来
に繋が る真実 を生 み出そうと している。そんなこともあ ってか,高 度成長 を短
期 に為 し遂げた 日本の不思議 を文化 を通 じて解明 したい と思 うのだろうか。ハ
イデルベル ク大学の創立600年祭 の幕 明けが,"日 本週 間"で 始 まったこ とは極
めて印象的であ った。デパー トの外壁 には鯉 のぼ りが 吊 り下げ られ,日 の丸 に
障子 があ しらわれたポス ターが街頭 に"JapanWoche"を告 げていた。
2月14日,大学 の旧講堂で記念式典が行 われ,講 演 された宮沢駐独大使 は,
その 中で,ブ ルー ノ ・タウ トの"日 本美の再発見"を 引用 され,日 本 と ドイツ
の文化交流の深 さを解 かれていたのである。今 日,日 本 は再び研究 の最 も興味
ある対象 とな って きている。
染織作品 に関 して も,フ ァイバ ー ・アー トは国際的に普遍化 されて きている
が 我 々の鬣染,型 絵 染の技法 によるアー トの分 野は,ま だまだ未開拓 の状 態
で,そ れだけに興味肆労の受 け止 め方 をされていた ように思 う。それは,カ ッ
セル展 の前夜祭 の翌 日,私 が当会場で行 ったス ライ ドに よる講演の反応 を見て
も籏ずけた。 ことに,日 本古来 の染織,刺 繍,摺 箔,辻 ケ花 な どの技法 に対す
る熱心な質問が くり返 されたのである。
この度の冬 と夏 の2度 にわたる西独展 の経験か ら考え させ られることは,国
際的 なそれぞれの場 で通用 し得 る もの は,そ の作品 のもつ個性,そ れが 風 風
土,伝 統 を背景 に構 築 されてい なければ な らない という こと。いみ じくも,
"伝統か ら未来へ"と い うテーマ は,わ れわれ 日本 の作家 にとって も重 要課題
の一つ だとい える。
我 々の西独巡 回展 は,カ ッセル以後,10月下旬か ら11月下旬 まで シュッ ット
ガル トで,12月中旬か ら来年1月 中旬 まで は ミュンヘ ンで開催 され る予定であ
る。
そ して,こ れを機会 に両国のテキス タイル ・アー ト,デ ザ イ ン分野の交流が
活発化 されるこ とを願 うのみであ る。 京都市立芸術大学美術学部教授
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